


第一話　いただきます

遠い国のおはなしです

 
いつもはらぺこなおとのこは

いつもなにかをさがしているよ

おなかをみたすなにかだよ

いつもおとこのこはなにかをたべたいんだ

 
どうしてはらぺこかって

そんなことしっちゃいないよ

だけどすっごくはらぺこなんだ

それだけはわかるよ

 
いつもはらぺこなおとこのこは

つちのようなかっしょくのはだで

うみのようなあおいめで

ゆうやけのようなあかいほほ

 
 
 
　

　

　

 
 



いつもはらぺこなおとこのがあるいていると

こぶたがはぐれてあるいているよ

「ああはぐれてしまった

　はやくおかあさんをみつけなきゃ」

 
いつもはらぺこなおとこのこは

まいごのこぶたをのみこんだ

「もうまようことはないさ

　ぼくのからだでおあるきよ」

 
いつもはらぺこなおとこのこがかわをのぞくと

ちいさなさかながあせっているよ

「ああみんなとはぐれてしまった

　きっとみんなはもううみだ」

 
いつもはらぺこなおとのこは

いきおくれたこざかなをのみこんだ

「もうあおいうみなどいくことないさ

　ぼくのおめめはうみのよう」

 
いつもはらぺこなおとこのこがそらをみやげると

ゆうやけおそらにひながくびをのばしているよ

「ゆうやけでもうじきひがくれる

　おかあさんはかえってきてくれるかな」

 
いつもはらぺこなおとこのこは

きをおおきくゆすっておちてくるひなをのみこんだ

「もうゆうやけおそらにまつことないさ

　ぼくのほっぺいつもまっかだよ」



いつもはらぺこなおとこのこは

いつもなにかをさがしているよ

おなかをみたすなにかだよ

いつもおとこのこはなにかをたべたいんだ

 
どうしてはらぺこかって

そんなことしっちゃいないよ

だけどすっごくはらぺこなんだ

それだけはわかるよ

 
いつもはらぺこなおとこのこは

じゃりみちのようにとがってさ

おおなみのようにあらあらしくって

ひぐれのようにさびしそう



いつもはらぺこなおとこのこがあるいていると

ぶたがこどもをさがしてあるいているよ

「あああのこはどこ

　はやくみつけてあげなくっちゃ

 
いつもはらぺこなおとこのこは

こをさがすぶたをのみこんだ

「うっとうしな

　ぼくのあるくじゃまをするなよ」

 
いつもはらぺこなおとこのこはかわをのぞくと

おおきなさかながあせっているよ

「あのこをわすれていってしまった

　あのこをうみにみちびかなくては」

 
いつもはらぺこなおとこのこが

もどったさかなをのみこんだ

「びしゃびしゃうるさいな

　ぼくのおふくがぐちゃぐちゃじゃないか」

 
いつもはらぺこなおとこのこがそらをみあげると

ゆうやけおそらにとりがさがしてとんでいるよ

「あのこはどこ

　おちちゃったのかしら」

 
いつもはらぺこなおとこのこは

たかくとんでくいついた

「ぼくはいつまでこうしているんだ

　はれたおめめがまっかだよ」

　

 
 



いつもはらぺこなおとこのこは

きょうもなにかをさがしているよ

じぶんをみたすなにかだよ

いつもどうにかしたいんだ

 
どうしてかって

そんなことしっちゃいないよ

だけどすっごくみたされないんだ

それだけはわかるよ

 
いつもはらぺこなおとこのこは

いつもふらふらすきかってでさ

だれもそばにはよりつかないのさ

やくそくなんてまもらないよ



いつもはらぺこなおとこのこがあるいていると

おおきなかわにふねをみつけた

「ぼっちゃんかってにのるんじゃいよ」

ばあさんにとめられた

 
むりやりふくをぬがされて

じいさんがにやりとわらったよ

「ぼっちゃんひとはつみぶかい

　えんまさまにさばかれろ」

 
いつもはらぺこなおとこのこがつきとばされて

かわらのいしがぐっしゃとくずれた

「きみはだれだよどうしてくれる

　またいちからのやりなおしだ」

 
いつもはらぺこなおとこのこが

こどもがつんだいしをくずしてしまった

「きみはおにかいひとでなしだね

　えんまさまにさばかれろ」

 
いつもはらぺこなおとこのこがかわをわたると

とつぜんたてものにはいっていった

「つぎはおまえかなにをした

　かくしたってむだださばいてやろう」

 
いつもはらぺこなおとこのこが

えんまさまにとつぜんおなかをひきさかれた

「びっくりしたかいたいだろう

　おまえはいただきますをいわなんだ」

 
 
 
 
　

 



いつもはらぺこなおとこのこは

おなかをひきさかれてしまったよ

じぶんをみたそうとしたけっかだね

いつもどうにかしてやろってさ

 
どうしてかって

そんなことしっちゃいないよ

だけどすっごくいたいだろうね

それだけはわかるよ

 
いつもはらぺこなおとこのこは

いつもいただきますをいわないだろう

どうでもいいのさほかのものはね

あたりまえだとおもっているのさ

 
 



いつもはらぺこなおとこのこのおなかから

こぶたがぴょこっととびだした

ちいさなさかながはねだした

かわいいひながはいだした

 
いつもはらぺこなおとこのこのおなかから

ぶたがのしっととびだした

さかながびしゃとはねだした

とりがばさっとはいだした

 
いつもはらぺこなおとこのこからかいほうされた

こぶたとこぶたのおかあさん

ちいさなさかなとさかなのおかあさん

ひなとひなのおかあさん

 
みんなはなかよくたてものをでて

みんなはなかよくはしをわたって

みんなはなかよくかいだんのぼって

みんなはなかよくてんごくへ

 
いつもはらぺこなおとこのこは

おなかをとじられかわらにいって

いつもはらぺこなおとこのこのおなかに

ひとつまたひとついしをのみこんだ

 
いつもはらぺこなおとこのこはおもったよ

「ひとつのむのはおかあさんのため

　ひとつのむのはおとうさんのため

　ひとつのむのはみんなのため」

 



いつもはらぺこなおとこのこは

きょうもいしをのみこんでいるよ

みんなをみたすいしだよ

いつもどうにかしてあげたいんだ

 
どうしてかって

そなんのしっちゃいないよ

だけどすっごくしたいんだ

それだけはわかるよ

 
いつもはらぺこなおとこのこは

だれかのためにいしをのむのさ

いただきますっていってね

みたされたきもちでさ
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